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．はじめに

徳島大学サポート系サークル「学びサポート企

画部」は、大学図書館と協働して徳島大学生の学

習支援に関するピア・サポート活動を行っている。

教員や大学院生が学生の学習に関する相談に対

応する （ ）の運営、レ

ポートの書き方や留学などをテーマとした学習

関連のイベントの企画・開催が代表的な活動であ

る（学びサポート企画部 ）。学生 名と助

言指導に当たる図書館職員 名、教員 名で構成

されている（ 年 月現在）。

学びサポート企画部では、学習支援の質向上を

目指して、企画の効果検証や徳島大学における学

びサポート企画部のインパクトを研究しており、

活動の成果や意義が示されている（本田ほか

；向井ほか ）。今後、さらに徳島大学に

おいて求められる学習支援を実現していくため

には、学生の学習支援に関するニーズを把握する

ことが重要であり、そのニーズをもとに企画を検

討していく必要がある。

そこで、本研究は、学びサポート企画部がこれ

までに実施した企画の参加者アンケート、及び徳

島大学が実施している「学生の学修に関する実態

調査」をもとに、徳島大学の学習支援に関するニ

ーズを整理する。また、ニーズをもとに今後の学

びサポート企画部の学習支援について考察する。

．分析データ

（ ）企画の参加者アンケート

学びサポート企画部が 年 月から 年

月までの間に開催した学習関連のイベントにお

ける、参加者アンケートの設問「学びサポート企

画部に開催してほしい企画を選択してください

（複数回答可）。」を分析する。全部で 企画あり、

回答数は 名である。

（ ）学生の学修に関する実態調査

徳島大学が学生の学修意識や学修に関する実

態を把握し、教育改革や修学指導に用いる基礎資

料を得ることを目的に実施している「第 回学生

の学修に関する実態調査報告書（ラーニングライ

フ）」を分析する。回答数 名、回収率 ％

である。

．学習支援に関するニーズ

（ ）企画の参加者アンケート

表 はアンケート結果を示している。選択率が

高い項目は、「研究室紹介」、「卒業研究紹介」、「教

授の研究紹介」など、大学における研究をテーマ

としたものであり、将来自分が取り組む研究につ

いて知りたいという意見が多いことが分かる。特

に、 年次を対象に 月に開催している、レポー

トの書き方講座で、「教授の研究紹介」の選択率

が高い。次いで、「プレゼン方法」に関する講座

や「留学をテーマとした企画」に対するニーズが

あることも分かる。

（ ）学生の学修に関する実態調査

表 は学生の学修に関する実態調査における

設問「 大学で獲得したい知識・能力」、「 大学

教育で獲得が期待できる知識・能力」の結果を示

している。「専門知識」や「一般知識・教養」に

ついては、獲得したいと考える学生も多く、大学

教育に期待できると回答している学生の割合も

同程度である。それ以外の項目も、獲得したい学

生と獲得が期待できると回答した学生の割合は

同程度である。しかし、「コミュニケーション能

力」については、獲得したいと考えている学生に
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表 は学生の学修に関する実態調査における

設問「 大学で獲得したい知識・能力」、「 大学

教育で獲得が期待できる知識・能力」の結果を示

している。「専門知識」や「一般知識・教養」に

ついては、獲得したいと考える学生も多く、大学

教育に期待できると回答している学生の割合も

同程度である。それ以外の項目も、獲得したい学

生と獲得が期待できると回答した学生の割合は

同程度である。しかし、「コミュニケーション能

力」については、獲得したいと考えている学生に

比べて、獲得が期待できると回答した学生の割合

は低く、その差は ％であり、これは回答者の約

名であることが分かる。

続いて、参加者アンケートで約 ％の学生が

選択した「留学」について、学修実態調査の設問

「徳島大学在籍中に長期・短期海外留学を体験し

ましたか。」を見ていく。この回答は約 割が「い

いえ」と回答しており、海外留学を行わない理由

（複数選択式）は、多い順に「全く興味がない

（ ％）」、「海外留学を行いたいが資金的な援

助が十分でない（ ％）」、「専門教育において

は短期でも時間的に海外留学を行う余裕がない

（ ％）」である。留学による学習効果や意義は

様々なところで語られており、学びサポート企画

部でも、留学に関するイベントを多数開催してい

る。実際の参加者の満足度も高く、留学体験者や

海外からの留学生と交流するイベントを実施し

てほしいという意見は多く寄せられている。

．今後の学びサポート企画部の学習支援

ここまでのニーズ整理をもとに、今後の学びサ

ポート企画部の学習支援について考察する。

年次を対象とした 月開催の「レポートの書

き方講座」と同時期に、「研究室紹介」、「卒業研

究紹介」、「教授の研究紹介」に関するイベントの

開催を今後検討する。これにより、新入生は大学

での研究や将来をイメージしやすくなり、大学で

の学習に対する動機づけに繋げることができる。

また、プレゼンテーションやコミュニケーショ

ンなどの汎用的技能を育成するようなイベント

の開催も検討する。実際に、 年度前期には、

レポート作成、プレゼンテーション、コミュニケ

ーションのスキルを修得するために実践課題に

挑戦する 講座を 日間開催し、定員

名に対して、ほぼ同数程度の参加があった。今後

は、参加定員を増やすなどの検討が必要である。

留学関連のイベントについては、すでに留学に

対する興味を持っている学生を対象とした企画

を開催してきたが、留学に関する意識を高めるこ

とや、留学支援体制や準備に関する情報提供を行

う企画も検討する必要がある。

．まとめ

学びサポート企画部が、毎年開催しているレポ

ートの書き方講座では、約 名の新入生が参加

している。授業実施期間中の平日は毎日開設して

いる学習相談 では、年間 名以上の相談者

が訪れている（ 年度実績）。また、定員

名程度の学習関連のイベントも、年間 企画以上

実施している。このように徳島大学生の学習支援

において、学びサポート企画部は一定の貢献をし

ているといえるが、十分に学生のニーズ把握した

上で実施しているとは言い難い部分もあった。今

後は、徳島大学生のニーズを把握しつつ企画を行

うことで、大学生の学習における悩みや不安の解

消、学習意欲の向上に貢献したい。

表 学びサポート企画部に企画してほしいイベントの選択率

企画してほしいイベント 選択率

研究室紹介 ％

卒業研究紹介 ％

教授の研究紹介 ％

プレゼン方法の講座 ％

留学をテーマとした企画 ％

インターンシップ関連 ％

レポートの書き方講座 ％

表 大学で獲得したい知識・能力の選択率

知識・能力 獲得したい 期待できる

一般知識・教養 ％ ％

専門的知識 ％ ％

課題発見・解決力 ％ ％

マネージメント能力 ％ ％

コミュニケーション能力 ％ ％

討論する能力 ％ ％

語学力 ％ ％

情報機器を活用する能力 ％ ％

論理的な文章を書く能力 ％ ％

その他 ％ ％
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